
 

 

 

 

 

学校の教育目標「『わかる』『つたえる』『ひろげる』佐志生っ

子の育成」を達成するため、育成を目指す資質・能力を「言語理

解力・自己表現力」と定め、各分掌主任を中心に、毎月１回「分

掌振り返り」を行い、取組や数値の見直し等を行っています。  

 
学校経営から学ぶ 
本校の素晴らしい点は、「言語理解力・自己表現力」の育成

を、校内研究と連動することで日々の学校生活においても意識し

ていることです。例えば国語科の提案授業において

も、関連する教科等や、育成を目指す資質・能力を

より明確にしています。  

また、学校だけでなく、「言語理解力・自己表現

力」を家庭や地域と協働して行うために、学校運営

協議会や健全育成会、佐志生地区振興協議会、学級

懇談会において、熟議を通してそれぞれの取組の目

的を共通理解しています。  

今後は、取組内容によっては期間を決めて集中して行ったり、

児童会に任せることで自治力を高めたりすることで、子ども達自

身が成長を感じるようなやり方も検討してみてはいかがでしょう

か。また、このような素晴らしい実践について、ブロックの小学

校や中学校との連携を通して深めることを期待します。 

 

授業から学ぶ 
合同体育の授業を参観しました。教師は不要な指示をせずに、

本時のめあてを確認したり、形成的な評価を行うことで、子ども

達が自ら評価し、次の作戦を考える場を提供していました。ま

た、作戦だけでなくルールも子ども達に考えさせることで、 

よりよいゲームができ本単元全

体の目標に近づく内容でした。  

今後は、指導案の「振り返

り」の記述については、教師が

願う具体的なゴールの姿を各学

年毎に示すことで、本時の「ね

らい」との連動や学年の評価規

準がより明確になると思いまし

た。 
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